
平成30年 （2018年） ２月15日 第183号　 (8) 

12 月 定 例 会 の 審 議 結 果 ○賛成●反対△退席

議案
番号 件　　　　　名 議決結果

各会派等の賛否

公

明

共

産

自
民
い

大

志

明

進

無

会

66 平成29年度座間市一般会計補正予算
（第５号） 原案可決 ○ ● ○ ○ ○ ○2

●1

67 平成29年度座間市国民健康保険事業特
別会計補正予算（第３号） 原案可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○

68 平成29年度座間市介護保険事業特別会
計補正予算（第１号） 原案可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○

69 平成29年度座間市後期高齢者医療保険
事業特別会計補正予算（第１号） 原案可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○

70 平成29年度座間市水道事業会計補正予
算（第１号） 原案可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○

71 平成29年度座間市公共下水道事業会計
補正予算（第１号） 原案可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○

72 座間市手数料条例の一部を改正する条
例 原案可決 ○ ● ○ ○ ○ ○1

●2

73 座間市消防本部等設置条例の一部を改
正する条例 原案可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○

74 座間市火災予防条例の一部を改正する
条例 原案可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○

75 座間市立のコミュニティセンターの指
定管理者の指定について 原案可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○

76 平成29年度座間市一般会計補正予算
（第６号） 原案可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○

77 平成29年度座間市国民健康保険事業特
別会計補正予算（第４号） 原案可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○

78 平成29年度座間市介護保険事業特別会
計補正予算（第２号） 原案可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○

79 平成29年度座間市後期高齢者医療保険
事業特別会計補正予算（第２号） 原案可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○

80 平成29年度座間市水道事業会計補正予
算（第２号） 原案可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○

81 平成29年度座間市公共下水道事業会計
補正予算（第２号） 原案可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○

82
座間市議会議員の議員報酬、費用弁償
及び期末手当に関する条例の一部を改
正する条例

原案可決 ○ ○ ○ ○ ○ ●

83 座間市常勤特別職職員の給与に関する
条例の一部を改正する条例 原案可決 ○ ○ ○ ○ ○ ●

84
座間市職員の給与に関する条例及び座
間市一般職の任期付職員の採用等に関
する条例の一部を改正する条例

原案可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○

議提
42

核兵器廃絶に向けた取り組みと核兵器
禁止条約に参加できるような橋渡しと
しての役割を担うことを求める意見書
の提出について

原案可決 ○ ○ ● ○ ○ ○

議案
番号 件　　　　　名 議決結果

各会派等の賛否

公

明

共

産

自
民
い

大

志

明

進

無

会

議提
43

生活保護世帯の子どもたちの大学進学
支援制度を求める意見書の提出につい
て

原案可決 ○ ○ ○ ○ ● ○

議提
44

安全・安心の医療・介護の実現と夜勤
交代制労働の改善を求める意見書の提
出について

原案可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○

議提
45

国に私学助成の拡充を求める意見書の
提出について 原案可決 ○3

△1 ○ ○ ○ ○ ○

議提
46

神奈川県に私学助成の拡充を求める意
見書の提出について 原案可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○

陳情
18

介護労働者の労働環境改善及び処遇改
善の実現を求める陳情 不採択 ● ○ ● ○ ● ○

陳情
19

安全・安心の医療・介護の実現と夜勤
交代制労働の改善を求める陳情 採択 ○ ○ ○ ○ ○ ○

陳情
21

平成30年度の給与所得等に係る市町村
民税・道府県民税特別徴収税額の決定
・変更通知書（特別徴収義務者用）へ
のマイナンバー記載の中止などを求め
る陳情

不採択 ● ○ ● ● ● ○

陳情
22

国に私学助成の拡充を求める意見書の
提出を求める陳情 採択 ○3

△1 ○ ○ ○ ○ ○

陳情
23

神奈川県に私学助成の拡充を求める意
見書の提出を求める陳情 採択 ○ ○ ○ ○ ○ ○

陳情
24

人間らしい生活の保障を求める国への
意見書の提出を求める陳情 不採択 ● ○ ● ● ● ○1

●2

陳情
25

年金制度の改善・充実を求める意見書
の提出を求める陳情 不採択 ● ○ ● ● ● ○

陳情
26

最低賃金の引き上げと中小企業支援の
拡充を求める意見書の提出を求める陳
情

不採択 ● ○ ● ○ ● ○

※会派等とは、公明（公明党）、共産（日本共産党座間市議団）、自民い（自民党・いさま）、
大志（ざま大志会）、明進（ざま明進会）、無会（会派に属さない議員）のことです。

▽
議
案
第
66
号　

平
成
29
年
度
座

間
市
一
般
会
計
補
正
予
算
（
第
５

号
）

　

市
長
室
所
管
事
項
、
基
地
航
空

機
騒
音
測
定
事
業
費
に
つ
い
て

「
航
空
機
騒
音
の
識
別
精
度
が
向

上
す
る
と
の
こ
と
だ
が
、
従
来
の

騒
音
計
と
比
べ
ど
の
よ
う
に
精
度

が
向
上
し
て
い
る
の
か
」
と
の
質

疑
に
「
従
来
の
騒
音
計
は
３
Ｄ
騒

音
計
に
よ
っ
て
音
の
方
向
や
角
度

を
測
定
し
、
測
定
さ
れ
た
デ
ー
タ

は
Ｉ
Ｓ
Ｄ
Ｎ
の
回
線
を
使
っ
て
記

録
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
70
デ
シ

ベ
ル
以
上
の
音
は
、
飛
行
機
の
音

な
の
か
、
そ
れ
以
外
の
音
な
の
か

を
市
職
員
が
判
断
し
て
公
表
し
て

い
ま
し
た
。
一
方
、
新
し
い
騒
音

計
で
は
、
高
音
周
波
数
と
低
音
周

波
数
の
幅
で
あ
る
帯
域
が
同
時
に

測
定
で
き
、
そ
の
音
の
成
分
に
よ

っ
て
、
飛
行
機
な
の
か
、
あ
る
い

は
他
の
音
な
の
か
を
判
別
で
き
ま

す
。
ま
た
、
こ
れ
ら
の
デ
ー
タ
が

蓄
積
さ
れ
る
と
、
将
来
的
に
は
飛

行
機
の
種
類
ま
で
識
別
で
き
る
と

言
わ
れ
て
い
ま
す
」
と
の
答
弁
が

あ
り
ま
し
た
。
ま
た
、「
県
所
有
の

騒
音
計
は
、
本
市
と
同
じ
よ
う
に

更
新
さ
れ
る
の
か
、
あ
る
い
は
現

状
の
ま
ま
な
の
か
」
と
の
質
疑
に

「
県
所
有
の
騒
音
計
は
本
市
と
同

じ
ソ
フ
ト
を
使
用
し
て
お
り
、
新

し
く
変
更
す
る
予
定
と
聞
い
て
い

ま
す
」
と
の
答
弁
が
あ
り
ま
し
た
。

　

福
祉
部
所
管
事
項
、
障
害
者
総

合
支
援
事
業
費
補
助
金
に
つ
い
て

「
シ
ス
テ
ム
改
修
に
伴
う
変
更
な

ど
の
周
知
は
」
と
の
質
疑
に
「
市

ケ
ー
ス
ワ
ー
カ
ー
だ
け
で
は
対
応

で
き
な
い
の
で
、
サ
ー
ビ
ス
を
計

画
し
て
い
る
事
業
者
に
依
頼
し
、

事
業
所
間
の
連
携
を
し
っ
か
り
と

図
り
、
き
め
の
細
か
い
サ
ー
ビ
ス

が
提
供
で
き
る
よ
う
に
対
応
し
て

い
き
ま
す
」
と
の
答
弁
が
あ
り
ま

し
た
。

　

教
育
部
所
管
事
項
、
教
育
指
導

管
理
経
費
に
つ
い
て
「
栗
原
小
学

校
の
児
童
が
ア
ー
ン
小
学
校
に
招

待
さ
れ
、
そ
の
移
動
手
段
と
し
て

大
型
バ
ス
６
台
を
借
り
上
げ
る
た

め
に
計
上
さ
れ
た
も
の
だ
が
、
い

つ
ご
ろ
の
訪
問
予
定
で
、
ど
の
よ

う
な
交
流
が
行
わ
れ
る
の
か
、
ま

た
、
児
童
な
ど
具
体
的
な
対
象
者

は
」
と
の
質
疑
に
「
現
在
調
整
中

で
す
が
、
平
成
30
年
の
２
月
か
３

月
を
予
定
し
て
い
ま
す
。
日
米
相

互
の
文
化
紹
介
が
で
き
る
よ
う
な

取
り
組
み
を
し
て
い
き
ま
す
が
、

詳
細
は
今
後
詰
め
て
い
き
ま
す
。

対
象
は
、
栗
原
小
学
校
の
５
年
生

と
６
年
生
７
ク
ラ
ス
２
０
３
人
と
、

付
き
添
い
と
な
る
教
師
13
人
、
Ｐ

Ｔ
Ａ
役
員
等
10
人
、
他
校
の
希
望

す
る
校
長
等
10
人
の
計
２
３
６
人

を
現
時
点
で
想
定
し
て
い
ま
す
」

と
の
答
弁
が
あ
り
ま
し
た
。

　

環
境
経
済
部
所
管
事
項
、
低
炭

素
社
会
推
進
基
金
寄
附
金
に
つ
い

て
「
基
金
残
高
は
ど
の
く
ら
い

か
」
と
の
質
疑
に
「
本
補
正
額
２

０
０
万
円
を
含
め
た
平
成
29
年
12

月
末
残
高
は
３
９
６
万
８
７
３
６

円
で
す
」
と
の
答
弁
が
あ
り
ま
し

た
。
ま
た
、「
寄
附
金
を
も
と
に
積

み
立
て
ら
れ
た
基
金
を
財
源
に
し

た
事
業
だ
が
、
基
金
残
高
が
な
く

な
っ
た
場
合
で
も
事
業
と
し
て
継

続
す
る
意
向
は
あ
る
の
か
」
と
の

質
疑
に
「
基
金
残
高
が
底
を
つ
い

た
と
き
に
ど
う
す
る
の
か
と
い
う

点
と
、
今
後
も
こ
の
事
業
の
内
容

で
継
続
す
る
の
か
と
い
う
点
を
含

め
、
検
討
し
て
い
き
ま
す
」
と
の

答
弁
が
あ
り
ま
し
た
。

　

採
決
の
結
果
、
賛
成
多
数
で
原

案
の
と
お
り
可
決
し
ま
し
た
。

▽
議
案
第
67
号
、
第
68
号
、
第
69

号
、
第
70
号
、
第
71
号
以
上
５
件

は
、
全
員
賛
成
で
原
案
の
と
お
り

可
決
し
ま
し
た
。

▽
議
案
第
73
号
、
第
74
号
以
上
２

件
は
、
全
員
賛
成
で
原
案
の
と
お

り
可
決
し
ま
し
た
。

▽
議
案
第
72
号
は
、
全
員
賛
成
で

原
案
の
と
お
り
可
決
し
ま
し
た

（
一
部
委
員
退
席
）。

▽
陳
情
第
21
号
は
、
賛
成
少
数
で

不
採
択
し
ま
し
た
。

▽
陳
情
第
19
号
、
第
23
号
以
上
２

件
は
、
全
員
賛
成
で
採
択
し
ま
し

た
。

▽
陳
情
第
22
号
は
、
賛
成
多
数
で

採
択
し
ま
し
た
。

▽
陳
情
第
18
号
は
、
可
否
同
数
に

つ
き
、
委
員
長
裁
決
で
不
採
択
し

ま
し
た
。

▽
陳
情
第
24
号
、
第
25
号
以
上
２

件
は
、
賛
成
少
数
で
不
採
択
し
ま

し
た
。

▽
議
案
第
75
号
は
、
全
員
賛
成
で

原
案
の
と
お
り
可
決
し
ま
し
た
。

▽
陳
情
第
26
号
は
、
賛
成
少
数
で

不
採
択
し
ま
し
た
。


